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研究成果の概要（和文）：学校健診情報を要約したレポートを還元している連携自治体および全国の保護者を対
象とした調査を通して、家庭での情報の活用や意識、懸念についての基礎的な情報を得た。アウトリーチを通し
て、対話の場を形成すると共に、継続的に言葉を交わしながら研究や実践的な取り組みを更新していく基盤を形
成することができた。加えて、人々が多様な媒体を通して触れる情報の動向やその背景の分析をし、プレプリン
トやプレスリリースの実態を明らかにした。これらを起点として、専門家コミュニティに留まらず、非専門家を
含めたコミュニケーションを通して相互理解の形成に向けた素地を形成できた。

研究成果の概要（英文）：Working with partner municipalities through a survey of parents who had 
completed and returned reports which summarized school health checkup information, plus additional 
nationwide data, I obtained basic information on the use of information at home, as well as 
parents’ attitudes and concerns. Through outreach, I was able to develop a basis for dialogue and 
strategies for updating research and practical initiatives by means of ongoing verbal exchanges. In 
addition, we analyzed the trends and background of the information with which people come into 
contact through various media, and we  also clarified the status of preprints and press releases. 
Using this information as a starting point, I was able to develop the groundwork towards mutual 
understanding through communication not only within the professional community, but also with 
non-professionals.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究課題における成果の学術的意義は、1）学校健診情報を活用する際の有益性だけでなく保護者の抱く懸念
についても明らかにすることで、倫理的・社会的課題を考慮する際に参考となる知見を集積できたこと；2）
人々が日々触れる情報（例えば、健康にまつわる情報）についてその一端を具体的に分析することで実態を把握
できたことにある。また、社会的意義は、成果が相互理解の形成に資することにあり、健診情報の利活用に留ま
らず、より幅広く情報との付き合い方について今の具体的なあり様から対話を続ける基盤を形成したことにあ
る。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
学校健康診断（学校健診）は、全国ほとんど全ての児童・生徒を対象とした日本独自の制度で

ある。学校健診情報を集積すれば膨大な健康情報資源が形成され、その利活用は子供の将来的な
健康管理や疾病予防等に大きく寄与する可能性がある。しかし、現在、学校健診情報の大部分は、
一定期間保存した後に廃棄されており、貴重な情報資源は失われている。申請者らは、連携自治
体と共に、保護者らにレポートを還元している。 
データの有効活用においては、健康情報にまつわる情報を取り巻く社会動向を把握すること

も不可欠である。一方で、プレプリントやプレスリリースといった多様な情報の根拠や発信され
た情報と人々の関わりについて明らかにする取り組みは不足している。 
 
２．研究の目的 
本研究では、学校健診情報を保護者へ伝えること（情報還元）に加えて、学校健診情報の集積

と還元に対する期待や懸念について調査し、情報の円滑な利活用に向けて社会との相互理解を
形成する。調査結果の定性的・定量的分析によって学術的成果を蓄積し、情報還元の質も向上さ
せることを目指した。加えて、研究者と社会との対話の機会を設けたり、その基盤となる知見を
蓄積したりすることで継続的な取り組みに繋げることも目的とした。 
 
３．研究の方法 
1 年目：a）研究計画に基づき連携自治体及び全国の保護者を対象とした質問紙調査を遂行し

た。学校健診情報を要約したレポートを還元している連携自治体を対象とした調査においては、
17 自治体（79 校、7495 名）の保護者を対象に 11 項目の調査票を配布した。調査票の内容は、
回答者の社会学的背景、健康に対する関心の変化、健康情報の利活用に対する認識とした。回収
は各学校・自治体の担当者を介して行った。回答のコーディング及びデータセット化の後、予備
的解析を行った。b）全国の保護者を対象とした質問紙調査においては、250000 名を対象として
調査の案内を送付し、30000 名からスクリーニング調査に対する回答を得た。このうち、中学 3
年生から高校 3 年生の保護者を対象として学校健診情報の利活用に関する認識についての本調
査を送付した。 
2 年目：「健康情報の利活用・パーソナルヘルスレコードに対する認識と希望」として、全国

47 都道府県を対象とした質問紙調査を遂行した。全国規模の調査については、学会において発
表し、並行して前年度に行った 17自治体（79 校、7495 名）の保護者を対象とした調査結果の詳
細な分析と論文化を進めている。全国規模の調査では、34627 名に回答依頼メールを送付した。 
3 年目：本研究課題において目標とする「保健水準の向上」や「社会との相互理解の形成」に

おいては、受け手にとって役立つ情報を提供することも重要である。その際、受け手が多様な媒
体を通して触れる情報についても知る必要がある。特に、未査読論文（プレプリント）は、新型
コロナウイルス感染症の拡がりと共に脚光を浴び、その速報性から情報の根拠として参照され
ることもあった。一方、その動向や質について留意すべき点は十分に検討されていない。そこで、
主要なプレプリントサーバ（arXiv、ChemRxiv、medRxiv、bioRxiv、Social Science Research 
Network（SSRN）、Preprints with The Lancet（SSRN の一部であるが、医学系研究に焦点を絞っ
たプラットフォームであるため区分した））を対象として、新型コロナウイルス感染症に関わる
プレプリントの数の経時的な変化（公開動向）を分析した。 
4 年目：3年目から継続して主要なプレプリントサーバの動向を調査し、併せて社会に対して

大きな影響を及ぼした事例について整理を進めた。加えて、同年に注目を集めた健康にまつわる
情報や関連する政策についてまとめた。それらの結果については、非専門家向けにも情報共有を
図る機会を設けることとした。 
5 年目：人々が触れる情報の根拠に目を向けた分析を進めた。具体的には、報道の根拠として

も利用されるプレスリリース（大学や研究機関から出されたもの）に注目した。学校保健の観点
でも重要な課題である「新型コロナウイルス感染症」に関連する 301 件のプレスリリースを抽出
し、論文情報が記載されているかどうかを調べた。識別子（DOI）情報、学術誌名、プレプリン
トといった記載からフラグを立て、確認作業を経てデータセットを整えた。 
 
４．研究成果 
1 年目：調査票の回収率は 51.6%であり、59.5%の保護者がレポートを家庭で話題にし、47.7%

が子の健康に対する関心が高まったと回答した。情報の利活用については、71.2%が活用すべき
と回答し、内 41.7%が「健康管理や病気の予防に繋がる」との認識を有していた。一方、1.5%の
回答者は活用すべきでないと答え、個人情報保護に対する懸念が理由の一つとして挙げられた。
アウトリーチや対話の場としては、第 2回仙北インパクトチャレンジ（秋田県仙北市）における
ブース出展およびサイエンスカフェ、京都大学アカデミックデイ 2018（京都府京都市）におけ
る展示等を行った（学会発表等 1-6）。 
2 年目：探索的に行った 7自治体の保護者を対象とした調査結果を論文としてまとめた（論文



等 1）。全国規模の調査においては、5394 名（男性 2699 名、女性 2695 名）が回答した。12.3%の
回答者が既に健康関連アプリを利用している一方、PHR という単語を認知している回答者は 7.5%
であった。自身および子どもの情報を含む PHR の利用に対しては、44.4%の回答者が利用したい
と回答した。また、「将来の健康状態の予測や注意点を知ること」に対する希望が最も高頻度に
認められた（37.7％）。なお、結果の解釈にあたり、健康関連アプリの利用者は 12.3%に留まり、
PHR という単語の認知度も低いことから、調査時に「パーソナルヘルスレコード」に関する説明
が十分であったかという点には留意を要する。回答として挙げられた希望を満たすと共に、同調
査において抽出された「個人情報の取り扱いに係るセキュリティ上の問題」といった懸念事項に
ついても対応し、相互理解を形成することが重要であると考えられた（学会発表等 7）。併せて、
データベース疫学に取り組む際の基礎を学ぶことのできる書籍を出版した（書籍 1）。 
3 年目：分析対象としたプレプリントサーバで公開された原稿数は、2020 年 9 月末時点で

16,066 報に及んだ。加えて、取り下げから一定期間を経たのちに原稿そのものが削除されるも
のやダウンロード後の原稿からは取り下げられたものであるかどうかが判断できないものがあ
ることも明らかとなった。これらの問題や情報を利用する側の留意を含め、論考において整理し
た（論文等 2; 学会発表等 8; その他 1）。 
4 年目：継続的な調査では、2021 年 6 月末までに 29,503 報の新型コロナウイルス感染症にま

つわるプレプリントが出版されていることが明らかとなった。また、新型コロナウイルス感染症
治療薬にまつわる複数のプレプリント（Research Square や SSRN にアップロードされた後に取
り下げられた研究結果）が社会に対して影響を及ぼした事例も観察された。分析の結果からは、
取り下げ後の追跡性以外に、批判的な文脈以外でも継続的に引用されてしまう問題が抽出され
た。健康にまつわる情報や関連する政策についての取り組みも含め、得られた成果は学会等の専
門家コミュニティで公表するだけでなく、非専門家向けの場や専門職向けの媒体で共有し、情報
発信を図った（解説・総説 1-3; 学会発表等 9, 10; その他 2）。併せて、先端的な科学技術がメ
ディアにおいてどのように取り扱われているかについての国際調査を行い、その結果を学術論
文として公表した（論文等 3）。 
5 年目：分析の結果、論文情報が明確に示されているプレスリリースは 44.2%に留まった。こ

のことから、何に基づく情報であるかを精査することの重要性が示唆された。研究室における探
索的な実験の結果を速報的に伝えているケースもあり、さまざまな段階にある情報が発信され
ていることも確認した。この結果をもとに、「目利きになるための第一歩」として情報に触れる
際の観点を非専門家向けに共有した（学会発表等 12）。併せて、幅広く社会動向とその背景にあ
る情報について、薬剤師をはじめとした専門職向けの情報発信を行った（解説・総説 4-14）。学
術出版を取り巻く環境の変化と影響や政策と医療、社会の関係性に係る分析結果を含め、学会等
の専門家コミュニティにおいても成果を公表した（論文等 4-6; 学会発表等 11, 13）。 
総括：2018 年度から 2022 年度の研究期間全体を通して、1）学校健診情報を要約したレポー

トを還元している連携自治体および全国の保護者を対象とした調査、2）サイエンスカフェを含
むアウトリーチ、3）人々が多様な媒体を通して触れる情報の動向やその背景の分析を推進した。
これらを通して、コロナ禍を経た社会との相互理解の形成に向けて多面的に取り組み、付随する
成果を生み出すことができた。 
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 ４．巻
今井匠, 井出和希. 72

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁
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Jpn J Drug Inform. 57-65

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Iketani R, Ide K, Yamada H, Kawasaki Y, Masaki N. 20

 １．著者名

10.3389/fpsyt.2018.00390

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Stability of the distribution of Patient Health Questionnaire-9 Scores against age in the
general population: Data from the national health and nutrition examination survey.

Front Psychiatry. 390 (8p)

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Tomitaka S, Kawasaki Y, Ide K, Akutagawa M, Ono Y, Furukawa TA. 9

 １．著者名

10.1371/journal.pone.0202607

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Distribution of item responses and total item scores for the Center for Epidemiologic Studies
Depression Scale (CES-D): data from the Irish Longitudinal Study on Ageing (TILDA).

PLoS ONE. e0202607 (12p)

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Tomitaka S, Kawasaki Y, Ide K, Akutagawa M, Ono Y, Furukawa TA. 13

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
高校数学における統計教育の教材開発とその実践.

統計数理. 121-134

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
及川久遠, 井出和希, 細野智之, 芥川麻衣子, 川崎洋平, 渡辺 美智子. 66

 １．著者名



2018年

2018年

2018年

2018年

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

10.3390/molecules23092357

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Effects of tea catechins on Alzheimer’s disease: Recent updates and perspectives.

Molecules. 2357 (13p)

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Ide K, Matsuoka N, Yamada H, Furushima D, Kawakami K. 23

 １．著者名

10.3390/medicina54040064

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Effect of regular exercise and functional beverages on changes in body weight and waist
circumference in healthy Japanese subjects.

Medicina (Kaunas). 64 (10p)

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Ide K, Takeuchi M, Seki T, Kawakami K. 54

 １．著者名

10.1253/circj.CJ-18-0607

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Serum triglycerides are associated with arterial stiffness in subjects with low low-density
lipoprotein cholesterol levels.

Circ J. 3052-3057

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Kawasoe S, Ide K, Usui T, Kubozono T, Yoshifuku S, Miyahara H, Maenohara S, Ohishi M, Kawakami
K.

82
 １．著者名

10.1016/j.archger.2018.08.003

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Timing and facilitation of advanced directives in Japan.

Arch Gerontol Geriatr. 83-87

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Miki R, Becker CB, Ide K, Kawakami K. 79

 １．著者名



2018年

2018年

2018年

〔学会発表〕　計39件（うち招待講演　7件／うち国際学会　2件）

2022年

 ２．発表標題

オープンセミナー（分子科学研究所）（招待講演）
 ３．学会等名

井出和希.

 ４．発表年

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

学術論文の今とこれからを考える.

 １．発表者名

10.3390/molecules23071795

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Effect of tea catechins on influenza infection and the common cold with a focus on
epidemiological/clinical studies.

Molecules. 1795 (8p)

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Furushima D, Ide K, Yamada H. 23

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
ライフコースデータとRWD: 利活用のノウハウ.

PHARMSTAGE. 44-51

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
井出和希, 川上浩司. 17

 １．著者名

10.2174/0929867325666180129101049

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Is the use of proton-pump inhibitors a risk factor for Alzheimer’s disease? Molecular
mechanisms and clinical implications.

Curr Med Chem. 2166-2174

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Ide K, Matsuoka N, Kawakami K. 25

 １．著者名



2022年

2022年

2022年

2022年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

NISTEP（文部科学省 科学技術・学術政策研究所）講演会（招待講演）

聖路加国際大学FDSD研修会（招待講演）

第45回日本分子生物学会年会（招待講演）

第24回日本医薬品情報学会総会・学術大会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

井出和希.

井出和希.

井出和希.

井出和希.
 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

学術誌のオープンアクセス化の現状：書誌データベースを活用した記述的分析.

オープンアクセス型学術誌の進展により顕在化する「Predatory Journal」問題 －実態、動向、判断の観点－.

研究の伝え方、伝わり方－学術出版の変遷から考える－.

学術出版の多様化と社会における情報の取り扱い－新型コロナウイルス感染症にまつわる実例から考える－.

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名



2022年

2022年

2022年

2023年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第２回日本メディカルコミュニケーション学会学術集会

第43回日本臨床薬理学会学術集会

日本薬学会第143年会

 ２．発表標題

SpringX 超学校

井出和希, 岸本充生.

小泉志保, 井出和希, 岡田浩, Carl Becker, 當山まゆみ, 西川佳孝, 高橋由光, 中山健夫.

井出和希.

井出和希.

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第7回 コロナ禍における研究情報の発信を振り返る―「プレスリリース」の目利きになろう―.

日本医学雑誌の投稿規定における研究公正の記述：ICMJE Recommendationsの記載項目を含めた評価.

学術誌のオープンアクセス化と課題：書誌データベースを活用した探索的分析.

薬学領域における「Predatory Journal」の現状：書誌データベースを用いた探索的分析.

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年



2022年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

第34回日本リスク学会年次大会

日本薬学会第142年会

第40回日本認知症学会学術集会

第42回日本臨床薬理学会学術集会

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

井出和希.

本城靖之, 井出和希, 武地一.

井出和希, 小柴 等.

井出和希.

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

デイサービスによるアルツハイマー型認知症への介入効果.

新型コロナウイルス感染症関連プレプリントの公開動向とその影響：探索的事例検討.

新型コロナウイルス感染症に対するワクチン接種および接種証明の倫理的・社会的側面.

新型コロナウイルス感染症関連プレプリントの公開動向と薬学関連領域に対する影響：探索的事例検討.



2020年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第32回日本生命倫理学会年次大会

第41回日本臨床薬理学会学術総会

第20回日本抗加齢医学会総会

京大100人論文：オンライン全国拡大版

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

井出和希.

井出和希, 八田太一, 藤田みさお.

井出和希, 八田太一, 藤田みさお.

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

論文という営みから研究者を知り、読み解く.

幹細胞研究・再生医療領域におけるPredatory Journalの実態 ：書誌データベースを用いた定量的分析.

幹細胞研究・再生医療領域におけるPredatory Journalの動向：書誌データベースを用いた探索的評価.

健康情報の根拠となる学術誌の質の評価：書誌データベースを活用した量的分析.

 １．発表者名

 １．発表者名
井出和希.

 ３．学会等名



2020年

2020年

2019年

2019年

 ２．発表標題

サイバーデモクラシー ライトユニット第２回研究会
 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第2回政策のための科学オープンフォーラム～科学による政策課題解決への挑戦：たゆまぬ共創・協働～

 ２．発表標題

 ２．発表標題

井出和希.

祐野恵, 川上浩司, 森田朗, 平川秀幸, 吉田都美, 井出和希.

井出和希, 吉田都美, 尾板靖子, 川上浩司.

Ide K, Seto K, Usui T, Tanaka S, Kawakami K.

 ３．学会等名

日本学校保健学会 第66回学術大会

19th Scientific Meeting of the Japanese Society of Anti-Aging Medicine

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

デジタルヘルス時代の疫学と人間の行方.

学校健診情報の可視化と利活用－自治体保有の情報活用に向けた基盤整備－.

健康情報の利活用・パーソナルヘルスレコードに対する認識と希望：全国47都道府県を対象とした質問紙調査.

Increased number of dental caries correlated with dementia: An observational study using a multicenter database in Japan.

 １．発表者名



2019年

2019年

2019年

2019年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

48th Critical Care Congress（国際学会）

京都大学アカデミックデイ2019

京都大学アカデミックデイ2019

第29回日本医療薬学会年会（招待講演）

井出和希.

宮野公樹, 井出和希.

井出和希.

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Joo WJ, Ide K, Nishiyama K, Tanaka H, Tsuchiya J, Ito N, Yoshida K, Kawakami K.

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

研究（者）倫理の今：ハゲタカって何？

勉強思考、研究志向、学問思考.

臨床研究計画前にResearch Questionからシノプシスを作成しようー失敗しない臨床研究計画立案に向けてー.
 ２．発表標題

Prediction of neurologic outcome after extracorporeal cardiopulmonary resuscitation.

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

18th World Congress of Basic and Clinical Pharmacology (WCP2018)（国際学会）

京都大学アカデミックデイ2018

 ３．学会等名

 ３．学会等名

井出和希.

井出和希, 尾板靖子, 川上浩司.

井出和希.

Ide K, Yoshida S, Kimura T, Kawakami K.

日本学校保健学会 第65回学術大会（招待講演）

第28回日本医療薬学会年会（招待講演）

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

学校健診データから将来の健康を考える.

健康・保健教育の向上を目標とする学校健診情報の還元に向けた保護者ニーズの探索.

臨床研究計画前にResearch Questionからシノプシスを作成しようー失敗しない臨床研究計画立案に向けてー.

General perceptions towards personal health record in Japan: A exploratory survey.

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第21回日本病態栄養学会年次学術集会

日本薬学会第138年会

碓井知子, 竹内正人, 井出和希, 川上浩司.

井出和希, 米倉寛, 川﨑洋平, 川上浩司.

東川玲, 井出和希, 祐野 恵.

水野佳世子, 竹内正人, 金沢佑治, 北村守正, 井出和希, 大森孝一, 川上浩司.

第32回自治体学会青森大会.

日本臨床疫学会 第2回年次学術大会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

労働者の性・年齢別の体重・腹囲変化と運動習慣、脂肪領域特定保健用食品飲料の飲用頻度の影響.

低リスク手術前の血液検査に影響を及ぼす患者・施設因子の比較： ベイズ流の統計学的手法によるアプローチ.

自治体における健康情報の活用と政策立案.

甲状腺癌手術時の術中反回神経モニタリングの有用性についての検討－過去起点コホート研究－.

 １．発表者名



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本臨床疫学会 第2回年次学術大会

The 2nd Annual Meeting of the Society for Clinical Epidemiology

第68回 日本薬学会近畿支部総会・大会

日本学校保健学会 第65回学術大会

Ide K, Seto K, Usui T, Tanaka S, Kawakami K.

井出和希, 米倉寛, 川﨑洋平, 川上浩司.

吉田都美, 井出和希, 尾板靖子, 川上浩司.

中嶌雅之, 井出和希, 川上浩司.

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Correlation between dental conditions and dementia: A cross-sectional study of an elderly Japanese population.

低リスク手術前の血液検査に対する薬剤・施設因子の影響: 正則化回帰モデルによる比較検討.

出生体重と中学3年時の肥満との関連: 母子保健情報と学校健診情報の連接による疫学研究.

切除不能結腸直腸がんへのレゴラフェニブ投与開始量と生存期間との関連：過去起点コホート研究.

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

〔図書〕　計3件

2022年

2021年

昭和堂

ユニオン・エー

354

147

 ４．発行年

出口康夫, 大庭弘継 編. 井出和希（共著）.

熊澤峰夫, 上野ふき, 久木田水生, 井出和希, 渡辺彩加, 村上祐子, 吉岡（小林）徹, 安藤悠太, 中村秀
規, 杉谷和哉, 鈴木秀憲, 東原紘道, 宮野公樹.

 ２．出版社

 ２．出版社

 ３．書名

軍事研究を哲学する－科学技術とデュアルユース－（分担分: 先端生命科学と情報技術の進展）.

学問の在り方－真理探究、学会、評価をめぐる省察－.

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

 １．著者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．書名

 １．著者名  ４．発行年

日本学校保健学会 第65回学術大会

日本学校保健学会 第65回学術大会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

川添 晋, 尾板靖子, 井出和希, 吉田都美, 川上浩司.

井出和希, 吉田都美, 尾板靖子, 川上浩司.
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学校健診データベース化及び個人・自治体向けレポート返却の取組み.

学校健診レポートの有用性と健康情報の利活用に対する認識: 連携17自治体を対象とした質問紙調査.
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